研究推進を見据えた「国民との科学・技術対話」活動支援 by 白井, 哲哉 & 神谷, 俊郎
Title研究推進を見据えた「国民との科学・技術対話」活動支援
















































































































D ia log  with    the  Publ ic 
京 都 ⼤大 学 「 国 ⺠民 と の 科 学 ・ 技 術 対 話 」 ロ ゴ 
そのひとつの回答が、「京都⼤大学アカデミックデイ」です
京都⼤大学アカデミックデイ2016  /  9.18.sun.
「参加研究者の交流流会」
「研究者と⽴立立ち話」
「ちゃぶ台囲んで膝詰め対話」
「お茶茶を⽚片⼿手に座談会」
ちゃぶ台を囲めば研究者も来場者
（専⾨門外の⼈人）と同じ⽬目線に。レ
クチャーとは異異なった対話の場で
す。じっくり膝詰めが京⼤大流流！
異異分野の研究者間の対談。専⾨門
領領域を跨いだら研究者も⾮非専⾨門
家。来場者と⼀一緒に創る学際的
な研究シーズ発掘の場
⼀一度度に200名規模の研究者が参加。
ポスターと実物展⽰示を交えて、
研究者と来場者が直接話しをし
ます。会場はまさに百家争鳴！
普段話しをする機会のない異異
なる分野の研究者が出会う場。
⼤大事なものを⽚片⼿手に、学際に
繋がるきっかけが⽣生まれます
